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地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

（第
１
回
） 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

【
事
業
名
】
平
成
27
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（第
１
回
） 

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（水
）～
22
日
（水
）ま
で 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

 
○
そ
の
ほ
か
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 
 

①
調
査
研
究 

 
 

②
地
元
の
元
気
創
生 

 
 

③
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関

す
る
事
業 

※
①
～
③
の
テ
ー
マ
は
平
成
27
年
度
限
定
で
対

象
事
業
に
追
加
さ
れ
た
内
容
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・会
則
・名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
ほ
か
東
京
都
島

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

事
業
開
始
か
ら
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】 

 
 

所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

環
境
課
の
新
設 

 

環
境
行
政
の
充
実
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

環
境
課
を
新
設
し
ま
し
た
。 

環
境
課
で
取
り
扱
う
事
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

〇
自
然
保
護
に
関
す
る
こ
と 

〇
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
こ
と 

〇
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
こ
と 

〇
そ
の
ほ
か
、
自
然
環
境
に
関
す
る
こ
と 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
調
整
金

補
助
金
の
終
了 

 

「お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
調
整
金
補
助
金
」は
、

平
成
26
年
度
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

○
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
13
日(
月)
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
14
日(

火)

午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
海
況
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
父
島

は
20
日
、
母
島
は
21
日
に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
千
６
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
千
６
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
環
境
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
で
の
証 

明
書
の
交
付 

 

竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
「小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
」で
は
、
住
民
を
対
象
に
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
交
付 

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
上
京
中
、
急
に
証

明
書
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
、
ま
ず
は
村
民
課
住

民
係
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

小
笠
原
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等 

対
策
行
動
計
画
の
策
定 

  

小
笠
原
村
で
は
平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
８
条

の
規
定
に
基
づ
き
、「小
笠
原
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
は
、感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、

村
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
保
護
し
、
村
民
生
活
お

よ
び
経
済
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
務
課
・母
島
支
所
に
て
、行

動
計
画
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/25現在 

父島 

93.0/100 

母島 

82.8/100 

 

２月気象状況   （父島） 

最高気温   23.8℃ 

最低気温   10.5℃ 

平均気温   16.9℃ 

平均湿度   64％ 

月降水量   11.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（3/1）  
 

 

             2,536人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,075人   461人 
 

 
 

  世帯      1,158    253 

ＮＯ．６４３ 

平成 27年(2015) 

４/１(水)  



  NO．643   平成 27（2015）年 4 月 1 日（水）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
４
月
14
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
内
機
器
点
検
作
業
の
た
め
、
次
の

期
間
、
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
休
止
期
間
】
４
月
１
日
（水
）～
10
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

２
―
３
７
８
０ 

 

平
成
26
年
度
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨

収
集
帰
還
」報
告 

 

【
平
成
26
年
度
以
降
の
硫
黄
島
遺
骨
収
集
帰
還
の

取
組
方
針
】 

〇
３
か
年
の
集
中
実
施
期
間
で
は
対
象
外
と
さ
れ

て
い
た
区
域(

外
周
道
路
の
外
側)

に
つ
い
て
の

開
削
調
査
・収
容
作
業
の
実
施
（５
年
間
） 

〇
滑
走
路
地
区
の
掘
削
・遺
骨
収
容
の
実
施
（４
年
間
） 

※
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
現
滑
走
路
の
移
設
に
着

手
す
る
。 

平
成
26
年
度
は
、
平
成
23
年
度
～
平
成
25
年
度

の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
壕
な
ど
の
う
ち
、
未
収
容
の

場
所
で
の
遺
骨
収
容
も
実
施
し
ま
し
た
。 

収
容
さ
れ
た
御
遺
骨
の
56
柱
は
、
第
14
回
収
容

派
遣
の
派
遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
３
月
12

日
に
執
り
行
わ
れ
た
「硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰

還
団
」遺
骨
引
渡
式
（会
場
：
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

に
お
い
て
、
政
府
に
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
村
は
、
遺
骨
収
集
帰
還
に
最
大

限
の
協
力
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
事
業
が
実
り
多
き

も
の
に
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
平
成
26
年
度
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還 

実
施
内
容
】 

○
面
的
調
査
・滑
走
路
掘
削
立
会 

平
成
26
年
４
月
11
日
よ
り
平
成
27
年
３
月

16
日
に
か
け
て
、
１
回
あ
た
り
２
週
間
程
度
の
派

遣
を
25
回
に
わ
た
っ
て
実
施
。 

 

〇
遺
骨
収
容
派
遣 

                       

（平
成
26
年
度
収
容
柱
数
合
計
42
柱) 

 

                              
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
方
法 

  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
支
払
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

【
支
払
方
法
】 

 

〇
月
額
払
（※
こ
れ
ま
で
通
り
） 

 

〇
年
払
い
（４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
） 

【
利
用
料
】 

                       

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
、
右

表
利
用
料
か
ら
減
額
し
た
額
に
な
り
ま
す
。 

利
用
料
を
年
払
い
（４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

利
用
料
）に
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
方
は
、収
納
事
務

軽
減
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
表

の
金
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
料
支
払
い
後

に
そ
の
利
用
を
中
止
、
休
止
し
た
場
合
の
利
用
料
還

付
額
は
、
支
払
い
金
額
か
ら
月
額
利
用
料
に
利
用
月

数
を
乗
じ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
年
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

総
務
課
窓
口
、
母
島
支
所
窓
口
に
て
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

第
14
回 

第
13
回 

第
12
回 

第
11
回 

第
10
回 

第
９
回 

第
８
回 

第
７
回 

第
６
回 

第
５
回 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

２
月
25
日
～
３
月
11
日 

中 
 

止 

１
月
30
日
～
２
月
13
日 

平
成
27
年
１
月
16
日
～
30
日 

11
月
21
日
～
12
月
５
日 

 

11
月
12
日
～
21
日 

10
月
24
日
～
11
月
12
日 

10
月
10
日
～
24
日 

９
月
24
日
～
10
月
10
日 

 
 

 

７
月
９
日
～
７
月
17
日 

６
月
25
日
～
７
月
９
日 

６
月
11
日
～
25
日 

５
月
23
日
～
６
月
11
日 

 

平
成
26
年
４
月
11
日
～
22
日 

期 

間 

３
柱  

２
柱 

１
柱 

１
柱 

１
柱 

０
柱 

１
柱 

１
柱 

０
柱 

４
柱 

３
柱 

９
柱 

16
柱 

収
容
柱
数 

 

  

村長による戦没者遺骨収集帰還視察（第 11回収容派遣） 

 

◆ケーブルテレビ利用料 

支払方法 金額 

月払い利用料 1,540円 

年払い利用料 16,940円 

◆インターネット利用料 

利用形態 月額利用料 年払い利用料 

一般利用 4,110 円 45,210円 

事業所利用(１事業所につき) 9,250円 101,750 円 

同時接続台数 50 台を超え、グ

ローバル IP アドレス付与によ

る利用者 

102,850 円 1,131,350円 
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水
道
料
金
の
改
定
（生
活
排
水
処
理
分
） 

  

日
頃
よ
り
村
の
生
活
排
水
処
理
（下
水
道
・浄
化
槽
）

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
平
成
25
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
進

め
て
い
る
水
道
料
金
（生
活
排
水
分
）改
定
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
５
月
の
定
期
検
針

か
ら
次
の
と
お
り
新
料
金
を
適
用
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
も
よ
り
効
率
的
な
施
設
運
営
、
生
活
排
水
の

適
正
処
理
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
一
般
家
庭
の
例
（口
径
20
㎜
、
一
月
に
20
㎥
使
用

し
た
場
合
） 

《
現
在
の
水
道
料
金
》６
千
４
８
０
円
（※
上
水
道

を
含
み
ま
す
） 

《
27
年
５
月
分
か
ら
》
６
千
８
０
４
円
（５
％
の
増
） 

※
25
㎜
以
上
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

※
半
月
未
満
の
使
用
料
の
半
額
制
（基
本
使
用
量

内
）も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
５ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

浄
水
場
の
移
転 

  

老
朽
化
に
よ
る
更
新
と
震
災
（津
波
）対
策
の
一
環

と
し
て
、
二
子
地
区
に
新
た
に
建
設
し
て
お
り
ま
し
た

（
新
）
扇
浦
浄
水
場
が
完
成
し
、
竣
工
式
を
３
月
27
日

に
済
ま
せ
本
格
的
な
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。 

こ
の
新
し
い
浄
水
場
は
、
帯
磁
性
イ
オ
ン
交
換
樹

脂
処
理
方
法
に
よ
る
浄
水
場
と
し
て
、
同
様
の
水
質

対
策
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
域
の
簡
易
水
道
事
業
の

先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
６
月
１
日
か
ら
始
ま
る
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
施
設
公
開
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
詳
細
に
つ
い
て
は

来
月
の
村
民
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。） 

ま
た
、
旧
施
設
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
臨
時
給
水

の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
水
道
課
に
て
事

前
に
受
付
を
行
い
ま
す
。 

 

今
後
も
よ
り
安
全
で
効
率
的
な
施
設
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
貴
重
な
水
を
大
切
に
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

２
０
１
４
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス 

ト
入
選
作
品
の
発
表 

 

２
０
１
４
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

（特
別
審
査
員
・写
真
家 

榊
原
透
雄
氏
）を
実
施
し
、

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
し
た
す
べ
て
の
作
品
を
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
に

も
展
示
し
ま
す
の
で
、
乗
船
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

「 

」内
は
作
品
名 

敬
称
略 

【
金
賞
】 

「波
の
便
り
」 

須
田 

泰
臣 

【
銀
賞
】 

「見
つ
か
っ
た
ぁ
」 

今
井 

寛
治 

【
銅
賞
】 

「Tro
p
ica

l S
u

n
se

t

」 

仁
科 

研
一 

【
特
別
賞
】 

「目
線
の
先
に
」 

松
木 

一
朗 

 
 

「生
命
渦
巻
く 

海
へ
」 

古
川 

智
裕 

 
 

「Th
e m

om
e
n

t in
d
ep

e
n

d
e
n

t

」 

伊
関 

毅 
 
 

「星
降
る
島
」 

和
田 

 

愛 

【
佳
作
】 

「ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
よ
り
」 

下
岸 

克
也 

 
 

「す
て
き
な
楽
園
」 

三
浦 

弥
寿
美 

 
 

「ウ
シ
バ
ナ
ト
ビ
エ
イ
の
群
れ
」 

石
井 

栄
一 

 
 

「竜
宮
城
ま
で
つ
い
て
お
い
で
」 

加
藤 

 

修 
 

「集
合
」 

 
 
 
 
 
 
 

齋
藤 

洋
子 

 

「Hea
rtfu

l

愛la
n

d

」 
 

 

三
田
村 

由
香 

 

「水
の
衣
を
纏
い
て
」 

 
 

風
間 

一
範 
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「集
ま
る
野
鳥
（メ
グ
ロ
）」 

水
野 

紘
一 

 
「ま
た
来
て
ね
！
！
」 

 
 

澤
田 

一
夫 

 

「旅
の
終
わ
り
に
」 

 
 
 

熊
田 

奈
生
美 

 

●
問
合
せ
先 
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び

価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
（水
）～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 

（土
日
・休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
（水
）～
６
月
１
日
（月
） 

 
 
 

（土
日
・休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 
 

２
―
３
１
１
２ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
貸
付
の
資
格
】 

○
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村

に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と 

○
大
学
の
第
１
学
年
、
高
等
専
門
学
校
の
第
４
学
年

ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る
こ
と
（た

だ
し
、
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第
２
学
年
以

上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第
５
学
年

に
在
学
中
で
、
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と
す
る
特

別
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く
） 

【
貸
付
金
額
】 

月
額
２
万
５
千
円 

 

そ
の
ほ
か
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

第
２
回
教
育
委
員
会 

  
教
育
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
平
成
27
年
第
２
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
４
月
28
日
（火
）午
後
５
時
30
分
～ 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室 

 
 
 

 

●
問
合
せ
先 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス(

４
月
～
９
月
分) 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
し
込
み
に
よ
り
都

営
地
下
鉄
・都
内
バ
ス
が
利
用
で
き
る
「東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以

上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
27
年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

 

１
万
２
５
５
円 

②

27

年

度

の

住

民

税

が

非

課

税

の

方 
 
 
 
 
 

１
千
円 

③
26
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

①
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

 

②
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料

納
入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
な
ど
を
確

認
で
き
る
も
の 

 

た
だ
し
、
住
民
税
な
ど
の
賦
課
決
定
が
行
わ
れ
る

ま
で
は
、
26
年
度
の
書
類
で
代
用
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

心
身
障
害
者
（児
）巡
回
相
談 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
込
み
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
相
談
で
き
る
内
容
は
、
耳
（聴
覚
障
害
）、

肢
体
不
自
由
と
な
り
ま
す
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

 
 

５
月
26
日
（火
）午
後
２
時
～
午
後
５
時 

５
月
27
日
（水
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

５
月
28
日
（木
）午
前
10
時
～
正
午 

《
会
場
》
母
島
支
所 

【
対
象
者
】 

 

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
い
方
（障
害
部

位:

耳
・肢
体
不
自
由
） 

 

②
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

内
容
の
変
更
を
し
た
い
方 

 

③
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

車
い
す
・
下
肢
装
具
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具

が
必
要
な
方
、
お
よ
び
修
理
が
必
要
な
方 

 
※
た
だ
し
、
一
般
的
な
Ｔ
字
型
杖
の
交
付
、
お
よ
び

介
護
保
険
法
対
象
者
（
65
歳
以
上
の
障
害
者
）の

方
の
車
い
す
（標
準
型
）の
交
付
は
除
き
ま
す
。 

【
予
約
期
間
】
４
月
20
日
（月
）ま
で 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
直
接
会
場
に
お
越

し
に
な
っ
て
も
相
談
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

入
院
・通
院
の
た
め
の
高
齢
者
運
賃
割 

引
制
度 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
70
歳
以
上
の

方
が
、内
地
の
医
療
機
関
に
か
か
る
た
め
に
「お
が
さ

わ
ら
丸
」を
利
用
す
る
場
合
、
船
賃
が
50
％
割
引
に

な
る
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

こ
の
制
度
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「お
が

さ
わ
ら
丸
」の
乗
船
券
ご
購
入
ま
え
に
、村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
庶
務
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
課
長
補
佐
級
】 

総
務
課
課
長
補
佐 

 
 

鶴
田 

典
之《
総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐
》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐
［昇
格
］ 

 
 

柏
木 

徹
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

母
島
支
所
課
長
補
佐
［昇
格
］ 

 
 

畔
上 

智
武
《
母
島
支
所
庶
務
係
主
査
》 

母
島
支
所
課
長
補
佐
［昇
格
］ 

 
 

原
田 

和
茂
《
母
島
支
所
施
設
係
主
査
》 

【
係
長
級
】 

財
政
課
財
政
係
主
査 

 
 

大
田 

泰
史
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

財
政
課
税
務
係
長 

 
 

森
本 

誠
一
《
財
政
課
税
務
係
主
査
》 

財
政
課
税
務
係
主
査 

 
 

山
下 

正
裕
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

 

村
民
課
福
祉
係
技
能
主
任（
父
島
保
育
園
）［昇
格
］ 

 
 

伊
藤 

千
栄
子
《
村
民
課
福
祉
係
》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
［昇
格
］ 

 
 

安
藤 

武
史《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任
》 

環
境
課
環
境
係
長 

 
 

和
田 

東
《
総
務
課
企
画
政
策
室
主
査
》 

建
設
水
道
課
主
査 

上
部 

修
一
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査
［昇
格
］ 

 
 

福
島 

武
史
《
母
島
支
所
庶
務
係
主
任
》 

【
主
任
級
】 

 

村
民
課
住
民
係
主
任
［昇
格
］ 

 
 

泉 

静
《
村
民
課
福
祉
係
（福
）明
老
会
派
遣
）》 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 

４
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任 

 
 

川
口 

敬
示
《
村
民
課
福
祉
係
主
任
》 

【
主
事
級
】 

 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 

松
澤 
智
子
《
母
島
支
所
庶
務
係
》 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

奥
原 

茂
《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

林 

雅
巳
《
村
民
課
住
民
係
》 

【
再
任
用
】 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐
（調
整
担
当
） 

増
山 

一
清 

 

出
納
課
出
納
係
主
査 

 
 

島
田 

絹
子 

【
採
用
】 

 

財
政
課
付 

 
 

杉
山 

朋
美 

 

村
民
課
付
（父
島
保
育
園
） 

 
 

佐
伊 

友
子
〔施
設
調
理
〕 

 

医
療
課
付
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

 
 

蓑
田 

成
美 

 
 

亀
﨑 

真
〔医
師
〕 

 
 

喜
來 

知
世
〔介
護
福
祉
士
〕 

高
橋 

は
る
み
〔介
護
福
祉
士
〕 

佐
藤 

望
〔介
護
福
祉
士
〕 

【
採
用
（任
期
付
）】（
任
期 

平
成
28
年
３
月
31
日
） 

村
民
課
付(

母
島
保
育
園) 

稲
川 

雅
敏
〔保
育
士
〕 

医
療
課
付
（太
陽
の
郷
） 

 
 

鈴
木 

直
人
〔介
護
員
〕 

【
派
遣
職
員
（帰
任
）】
３
月
31
日
付 

東
京
都 

松
平 

慶
〔医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

 
 

平
野 

真
大《
総
務
課
総
務
係
主
任
（公
益
財
団

法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣
）》 

笠
井 

あ
す
か
〔医
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

【
定
年
退
職
】
３
月
31
日
付 

 
 

島
田 

絹
子《
総
務
課
副
参
事
兼
出
納
課
副
参
事
》 

 
 

猪
村 

和
江
〔介
護
員
〕《医
療
課
診
療
所
係
》 

【
再
任
用
終
了
】
３
月
31
日
付 

今
野 

満
《
財
政
課
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
》 

斉
藤 

実
《
村
民
課
課
長
補
佐
》 

箭
内 

浩
彌
《
総
務
課
課
長
補
佐
》 

【
任
期
満
了
】
３
月
31
日
付 

清
水 

華
子
〔保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

高
橋 

は
る
み
〔介
護
福
祉
士
〕《
医
療
課
診
療

所
係
》 

佐
藤 

望
〔介
護
福
祉
士
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

大
西 

貴
幸
〔介
護
員
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

志
村 

綾
女
〔介
護
員
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
２
月
17
日
～
27
日 

〇
気
象
観
測
要
望
活
動 

〇
埼
玉
県
経
営
者
協
会
感
謝
状
贈
呈
な
ど 

 

  

  
民
事
調
停
手
続
（東
京
簡
易
裁
判
所
） 

  

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の

方
が
東
京
簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停
手
続
を
利
用
す

る
場
合
に
は
、
東
京
簡
易
裁
判
所
に
出
頭
し
な
く
て

も
、
村
役
場
な
ど
に
あ
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

民
事
調
停
と
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
金
銭
、
不

動
産
な
ど
の
民
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、
当
事
者
同
士

の
話
合
い
を
基
本
と
し
て
解
決
を
図
る
制
度
で
あ
り
、

民
間
か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
が
話
合
い
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。 

こ
の
手
続
の
対
象
と
な
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、

相
手
方
の
住
所
地
が
東
京
23
区
、
三
宅
村
、
御
蔵
島

村
ま
た
は
小
笠
原
村
に
あ
る
場
合
で
す
。 

※
調
停
委
員
会
の
判
断
に
よ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所
に
、
民
事
調
停

手
続
を
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
調
停
申
立
書
の

ひ
な
型
な
ど
を
備
え
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
簡
易
裁
判
所
墨
田
庁
舎
民
事
第
６
室
調

停
受
付
係 

 

０
３
―
５
８
１
９
―
０
２
３
２ 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
あ
き
家
入
居
者

募
集 

 

【
募
集
対
象
】
６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
５
月
31

日
の
期
間
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅
（母
島
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
時
点
で
あ
き
家
に
な
っ
て
い

る
住
宅
を
含
む
） 

【
申
込
資
格
】
申
込
日
現
在
、
次
の
項
目
の
全
て
に

当
て
は
ま
る
方
。 

 

〇
申
込
者
本
人
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
。 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所

を
有
し
、
か
つ
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に

小
笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
て
い
た
方
で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を

希
望
す
る
方 

② 

①
の
父
母
、
配
偶
者
並
び
に
子
お
よ
び
孫

並
び
に
こ
れ
ら
の
配
偶
者
で
小
笠
原
に
永

住
を
希
望
す
る
方 

③ 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、
小
笠
原
村

に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方 

 

〇
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方 

 

〇
現
在
、
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
者
が
い
る
方 

 

〇
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
住
宅
に
困

窮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方 

 

〇
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方 

【
募
集
案
内
配
布
期
間
】 

４
月
１
日
（水
）～
30
日
（木
） 

「募
集
案
内
」は
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 
 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 
 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 
 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

【
申
込
期
間
】
４
月
13
日
（月
）～
30
日
（木
） 

 
※
郵
送
の
場
合
は
４
月
30
日
（木
）ま
で
の
消
印

に
限
り
有
効
と
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行 

  

本
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
法
律
は
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
自
立
支
援
策
の

強
化
を
図
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相

談
支
援
事
業
の
実
施
、
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
な

ど
を
行
う
た
め
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。 

 

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
失
業
や
非
正
規
雇 

用
、
低
収
入
な
ど
が
急
増
し
、
働
け
る
世
代
の
生
活

保
護
受
給
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
身
世

帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
、
近
所
づ
き
あ
い
の
希

薄
化
な
ど
に
よ
る
社
会
的
孤
立
に
よ
っ
て
、
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
状
況
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
誰
も
が
生
活
困
窮
に
陥
る
か
も
し
れ

な
い
恐
れ
が
あ
る
社
会
の
中
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人
が
自
立
す
る
た
め
の
支
援
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
は
経
済
的
な

問
題
だ
け
で
な
く
、
心
身
の
問
題
、
家
庭
の
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
複
合
的
に
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ

う
に
支
援
す
る
た
め
の
相
談
お
よ
び
支
援
（自
立
相

談
支
援
事
業
）を
行
い
ま
す
。 

 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
で
、
生
活
に
困
窮

し
て
い
て
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
（生
活
困
窮
者
）は
だ
れ

で
も
相
談
で
き
ま
す
。
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

経
済
的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、
長
く

失
業
し
て
い
る
人
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
に
悩
ん

で
い
る
人
、
働
い
た
経
験
が
な
く
不
安
な
人
な
ど
、

生
活
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
は
ど
な
た
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
、
困
っ
て

い
る
こ
と
を
何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
次
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ご
自

由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

〇
小
笠
原
支
庁
総
務
課 

〇
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

〇
小
笠
原
村
村
民
課 

〇
小
笠
原
村
母
島
支
所 

〇
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
（父
島
・母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 二
見
港
船
客
待
合
所
で
の
無
料 

 

Ｗ
ｉ
― 

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
港
湾
施
設
機
能
お
よ
び
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
二
見
港
船
客
待
合
所
で
の

無
料
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
開
始
す
る
こ
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と
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
は
船
客
待
合

所
の
施
設
開
放
時
と
な
り
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
が

日
常
的
な
管
理
を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「お
知
ら
せ(
工
事
情
報
な
ど)

」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
二
見
港
船
客
待
合
所 

【
期
間
】
４
月
１
日
よ
り 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
観
光
協
会 

 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 
 

小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.so

u
m

u
.m

e
tro

.to
k

y
o
.jp

/0
7

o
g
a
sa

w
a
ra

/in
d
ex

.h
tm

 
 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
４
月
の｢

母
島 

巡
回
労
働
相
談｣

の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、 

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
20
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
21
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て

お
り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講

習
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で

１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

東
京
都
科
学
技
術
週
間 

小
笠
原
亜

熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開 

 

【
日
時
】
４
月
18
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
１
時
ま
で 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】
研
究
成
果
の
展
示
、
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設

内
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
農
業
機
械
の
展
示
、
生
産
者
に
よ
る
苗
木
の

販
売
を
行
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、園
芸
教
室
と
し
て
「パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
挿
木
体
験
」や
科
学
教
室
と
し
て
「小
笠
原
の
昆
虫
」

に
つ
い
て
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
関
連
行
事
と
し
て
４
月
16
日

（木
）～
５
月
５
日
（火
）に
「小
笠
原
の
昆
虫
：
写
真
パ

ネ
ル
展
」を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
セ
ン
タ
ー
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
場
に
は
で
き
る
だ
け
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
２
―
２
１
０
４ 

 
 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
26
回
「月
へ
！
」 

新
学
年
最
初
は
、
月
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
。

月
へ
行
っ
た
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
は
ど
ん
な
冒
険
を
し
た

の
か
な
？ 

【
日
時
】
４
月
25
日
（土
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
24
日
（金
）ま
で 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

島
嶼
会
館
宿
泊
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
ご
連
絡 

 

平
素
は
島
嶼
会
館
を
ご
利
用
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

宿
泊
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
、
ご
連
絡
を

頂
け
な
い
ま
ま
ご
来
館
さ
れ
な
い
お
客
さ
ま
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

宿
泊
を
ご
希
望
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
に
も
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
事
態
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の 

で
、
ご
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早

め
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。  

な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
島
嶼
住
民
キ
ャ
ン
セ
ル
料
】 

 

《
個
人
》
当
日
18
時
以
降
の
お
取
り
消
し 

〇
宿
泊
料
金
の
50
％ 

 

《
団
体
（
10
名
以
上
）》
当
日
10
時
以
降
の
お
取

り
消
し 

〇
宿
泊
料
金
の
50
％ 

※
連
絡
な
し
不
泊
の
場
合
は
宿
泊
料
金
の
１
０
０
％

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

島
嶼
会
館
０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
８
４
８ 
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ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

【
４
月
の
開
館
日
】
観
光
船
入
港
中
、
お
が
さ
わ
ら

丸
の
入
港
日
～
出
港
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
ま
で
。 

 

※
Ｇ
Ｗ
中
の
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、

掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「く
じ
ら
展
」～
あ
な
た
は
ザ
ト
ウ
派
？

マ
ッ
コ
ウ
派
？
開
催
中
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。
実

物
大
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。 

《
新
館
》
「イ
ル
カ
展
」～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ

と
わ
か
る
！
４
月
29
日
開
催
予
定
。
小
笠
原
で

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
き
る
身
近
な

イ
ル
カ
た
ち
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
昆
虫
写
真
展
】 

 
 

４
月
16
日
～
５
月
５
日
本
館
レ
ク
チ
ャ
ー
に

て
開
催
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
５ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
５
を
開
講
し
ま
す
。申

し
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火
・木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
・上
履
き
（父
島
の
み
） 

【
父
島
】 

《
期
間
》
４
月
14
日
（火
）～
６
月
30
日
（火
） 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
（場

所
変
更
有
） 

《
内
容
》
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し

て
い
な
い
方
や
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い

方
向
け
の
内
容
で
す
。 

《
申
込
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

【
母
島
】 

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（屋
外
）を
中
心
に
、
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

《
申
込
場
所
》
母
島
支
所
ま
た
は
母
島
明
老
会 

 ●
問
合
せ
先 

 

父
島
明
老
会 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
９
１
１ 

母
島
明
老
会 

 
 
 
 
 

 

３
―
７
３
７
３ 

 母
島
上
級
救
命
講
習
会
受
講
生
募
集 

  

母
島
上
級
救
命
講
習
会
（新
規
講
習
・再
講
習
）を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
中
学
生
以
上
で

す
。
受
講
者
修
了
者
に
は
「上
級
救
命
技
能
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

【
新
規
講
習
】 

《
対
象
》初
め
て
受
講
す
る
方
・認
定
期
間
が
過
ぎ 

て
い
る
方
。 
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《
日
時
》 

①
５
月
９
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

②
５
月
10
日
（日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（①
～
②
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

８
時
間
・昼
休
憩
有
） 

《
参
加
費
》２
千
６
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び

教
材
） 

【
再
講
習
】 

《
対
象
》
平
成
24
年
に
講
習
会
を
受
講
し
た
方 

《
日
程
》 

①
５
月
８
日
（金
）午
後
７
時
～
10
時 

②
５
月
９
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

③
５
月
９
日
（土
）午
後
２
時
～
５
時 

④
５
月
10
日
（日
）午
前
９
時
～
正
午 

（
①
～
④
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

３
時
間
） 

《
参
加
費
》１
千
６
０
０
円
（テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び

教
材
） 

【
共
通
事
項
】 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
内 

《
定
員
》
村
内
掲
示
板
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

《
内
容
》
救
命
手
当
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
）
、 

 
 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
な
ど 

《
募
集
期
間
》
４
月
６
日
（月
）～
17
日
（金
）ま
で 

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
ご
希
望
の
日
程
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

《
申
込
受
付
》
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
母
島

事
務
局
（平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で
） 

 

※
こ
の
事
業
は
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
社
協

会
費
の
よ
り
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
母
島 ３

―
２
１
８
８ 

 
 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
「
島 

し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

 

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

 

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
日
】
月
・水
・金
曜
日(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く
。) 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
電
話
で
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

【
事
前
予
約
】
月
～
金
曜
日(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く
。) 

 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ 

 

東
京
都
生
活
文
化
局
広
報
広
聴
部
都
民
の
声
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

な
お
、
今
年
度
の
実
施
は
４
月
、
６
月
、
８
月
、 

 

10
月
、 

12
月
、
３
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
16
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
17
日
（金
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、日
、祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・予
約
電
話
番
号 
 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
４
月
24
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

平
成

27

年
自
衛
官
等
採
用
試
験 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

【
募
集
種
目
・受
付
期
間
】 

 

《
自
衛
官
候
補
生
（男
子
）》年
間
を
通
じ
て 

 

《
幹
部
候
補
生
》
５
月
１
日
ま
で 

《
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

（女
子
）》８
月
１
日
～
９
月
８
日
ま
で 

 

《
防
大
（推
薦
・総
合
）》９
月
５
日
～
９
日
ま
で 

 

《
防
大
（一
般
前
期
）・防
医
大
（医
学
科
、
看
護
学

科
）》９
月
５
日
～
30
日
ま
で 

《
高
等
工
科
学
校
（推
薦
）》
11
月
１
日
～
12
月

４
日
ま
で 

《
高
等
工
科
学
校
（一
般
）》
11
月
１
日
～
８
日
ま
で 

※
詳
細
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
３
―
６
５
５
９ 
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小
笠
原
高
等
学
校 

第
47
回
入
学
式 

 

【
日
時
】 

４
月
７
日
（
火
）
午
後
２
時
開
式 

 

●
問
合
わ
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
笠
原
高
校
学
校
薬
剤
師
（非
常
勤
）募
集 

 

小
笠
原
高
校
で
は
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
非

常
勤
、
学
校
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。 

【
勤
務
場
所
】
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

【
内
容
】
月
に
１
回
程
度
学
校
へ
直
接
出
向
き
、
必

要
に
応
じ
空
気
環
境
や
照
度
な
ど
の
検
査
の
実
施

お
よ
び
生
徒
の
保
健
安
全
に
お
け
る
助
言
指
導
を

行
う
こ
と
。
そ
の
ほ
か
会
議
出
席
な
ど
。 

【
期
間
】
契
約
後
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。 

 
平
成
28
年
度
以
降
更
新
の
可
能
性
あ
り 

【
応
募
期
間
】
４
月
１
日
（水
）～
24
日
（金
） 

【
条
件
】
小
笠
原
村
在
住
で
薬
剤
師
の
免
状
を
有
し

て
い
る
こ
と 

 

●
問
合
わ
せ
先 
小
笠
原
高
校 

 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
笠
原
交
通
少
年
団
の
募
集 

 

平
成
27
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集
を

い
た
し
ま
す
。 

交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
団
員
自
ら
が 

ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
社
会
人
に

育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト 

カ
ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も 

行
っ
て
い
ま
す
。 

【
申
込
資
格
】
小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
年
生
か
ら 

６
年
生 

【
申
込
期
間
】
４
月
30
日
午
後
５
時
ま
で
に
申
請
を
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
入
団
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（募
集
は
年
間
を
通
じ
て
随
時
、
受
付
け
て
い
ま
す
。
） 

【
申
込
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

  

日
商
簿
記
検
定
を
実
致
い
た
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
14
日
（日
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
20
日
（月
）～
５
月
13
日
（水
） 

【
受
験
料
】 

 

《
３
級
》
２
千
５
７
０
円 

 

《
２
級
》
４
千
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
会
館
会
議
室 

 

《
母
島
》
村
民
会
館
会
議
室 

 

尚
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

宮
之
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 

  

商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
実
致
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
26
日
（日
）午
後
３
時
か
ら 

【
集
合
場
所
】
宮
の
浜
園
地
駐
車
場 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

尚
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り

ま
す
が
、
軍
手
・飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 
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専
門
診
療 

 

◎
産
科
・婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
17
日
（金
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

４
月
20
日
（月
）～
21
日
（火
） 

 
 
 
 
 

23
日
（木
）～
24
日
（金
） 

予
約
制
に
て
開
催
し
ま
す
。
予
約
の
調
整
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は
来
所
く
だ
さ
い
。

予
約
は
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）午
後
１
時
30
分
～

５
時
の
間
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

尚
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の
実
施

に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 
 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

午
後
外
来
の
変
更 

 

４
月
29
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前
日
の
28
日
（火
）

に
午
後
も
診
察
を
行
い
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

〇
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 

〇
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 

  

３
―
２
１
１
５ 

   

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
９
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
14
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
10
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

《
内
容
》
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

予
防
接
種
の
実
施
（母
島
） 

  

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

※
父
島
は
６
月
に
実
施
予
定
で
す
。 

【
接
種
種
類
】 

 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長 

 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
）混
合
》
小
学
６
年
生 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】
４
月
13
日
（月
） 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

平
成
27
年
度 

小
笠
原
村
定
期
予
防 

接
種
年
間
予
定
表 

 

日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・風
し
ん
（保
育
園
年
長
）・二
種

混
合
（小
学
校
６
年
生
相
当
）の
対
象
者
へ
は
、
日
程
の

詳
細
と
問
診
票
を
後
日
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。 

                                     

４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，８１７ （+523） 

２  等  品 ８，２６６ （+490） 

３  等  品 ７，７１５ （+457） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８８３ （+52） 

０．０７５トン以下 ６６５ （+39） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２９０ （+410） ２，１５０ （+210） 

１ 等 ８，５７０ （+810） ４，２９０ （+410） 

村民割引 
（往復）２等 ５，１５０ （+490） ２，５８０ （+250） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２３，２１０ （+0） １１，６１０ （+0） 

特 ２ 等 ３４，８１０ （+0） １７，４１０ （+0） 

１ 等 ４６，４４０ （+0） ２３，２２０ （+0） 

特 １ 等 ５３，６９０ （+0） ２６，８５０ （+0） 

特 等 ５８，１１０ （+0） ２９，０６０ （+0） 

２等（学割） １８，５７０ （+0）  
２等 

（身体障害者割引） １１，６１０ （+0）  ５，８１０ （+0） 
村民割引 
（往復）２等 ３４，８２０ （+0） １７，４２０ （+0） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，６３８ （＋0） 

２  等  品 １４，５５８ （＋0） 

３  等  品 １３，３９２ （＋0） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５６７ （＋0） 

０．０７５トン以下  １，１６６ （＋0） 

 

 
４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

１０

月 

１１

月 

１２

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

個

別

接

種 

・Hib 

・肺炎球菌 

・四種混合 

・ＢＣＧ 

・麻しん風し

ん混合 

・水痘 

・日本脳炎 

・ポリオ 

２

(木) 

７ 

(木) 

４ 

(木) 

２ 

(木) 

６ 

(木) 

３ 

(木) 

１ 

(木) 

５ 

(木) 

３ 

(木) 

７ 

(木) 

４ 

(木) 

３ 

(木) 

２３ 

(木) 

２８ 

(木) 

２５ 

(木) 

２３ 

(木) 

２７ 

(木) 

２４ 

(木) 

２２ 

(木) 

２６ 

(木) 

２４ 

(木) 

２８ 

(木) 

２５ 

(木) 

２４ 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 個別接種 
第 1木曜：午後２時３０分～４時 

小笠原村診療所 
第 4木曜：午後４時～４時３０分 

母島 個別接種 午後３時３０分～４時 母島診療所 
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天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
１
貝
「
ひ
い
、
ひ
い
、
ふ
う
。 

ま
い
、
ま
い
、
う
む
。」 

 

鼻
か
ら
ス
イ
カ
が
で
る
よ
う
に 

 

君
の
小
さ
な
ほ
っ
ぺ
か
ら
、 

 

大
き
な
大
き
な
ま
ん
じ
ゅ
う
が
、 

 

ほ
っ
ろ
ん
と
、
あ
ふ
れ
で
た
。 

 

ほ
っ
ぺ
が
落
ち
ち
ゃ
う
ほ
ど
の
、 

 

ひ
と
つ
ぶ
だ
け
の
純
白
の
。 

             

カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
小
笠
原
諸
島
だ
け
に
生
息
す
る

殻
の
カ
タ
い
マ
イ
マ
イ
で
す
。
南
島
の
砂
浜
の
大
き

な
マ
イ
マ
イ
の
化
石
も
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
な
か
ま

「ヒ
ロ
ベ
ソ
・カ
タ
マ
イ
マ
イ
」、世
界
遺
産
の
ロ
ゴ
の

中
心
を
散
歩
し
て
い
る
の
も
「キ
ノ
ボ
リ
・カ
タ
マ
イ

マ
イ
」で
す
。  

 

こ
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
、
右
の
ほ
っ
ぺ
（生
殖
口
）か

ら
と
て
も
巨
大
な
卵
を
産
み
ま
す
。
一
般
的
な
マ
イ

マ
イ
、
例
え
ば
畑
に
い
る
外
来
の
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ

イ
は
直
径
３
㎜
ほ
ど
の
小
さ
な
卵
を
80
個
も
産
む

の
で
す
が
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
自
分
の
顔
と
同
じ
ほ

ど
に
大
き
い
８
㎜
の
卵
を
１
～
２
個
だ
け
！
小
笠
原

の
過
酷
な
気
候
に
耐
え
る
た
め
、
ま
た
、
鳥
以
外
の

天
敵
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
た
め
、
で
き
る
だ
け

大
き
な
子
を
少
し
だ
け
産
む
進
化
が
起
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
島
に
や
っ
て
き
た
新
し
い
天
敵
た
ち

が
彼
ら
を
食
べ
つ
く
し
て
い
ま
す
。
１
個
し
か
卵
を

産
ま
な
い
カ
タ
マ
イ
マ
イ
は
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
繁
殖
を
手
伝
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
残
り
７
頭
の
絶
滅
の
危

機
か
ら
、
今
は
な
ん
と
か
５
０
０
頭
ま
で
に
な
り
、

次
の
一
歩
に
踏
み
出
す
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
月
よ
り
、
そ
ん
な
島
の
「マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
」を

皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ

イ
マ
イ
と
と
も
に
産
ま
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
発
見

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

自
分
が
ほ
っ
ぺ
か
ら
卵
を
産
む
こ
と
を
考
え
て
い

た
ら
、有
名
な
漫
画
に
現
れ
る
ナ
メ
ッ
ク
星
人
（ナ
メ

ク
ジ
・マ
イ
マ
イ
の
星
人
）が
口
か
ら
卵
を
産
ん
で
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
つ
ら

そ
う
に
大
き
な
卵
を
１
個
だ
け
。
こ
の
モ
デ
ル
は
も

し
か
し
て
？ 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員 
 

森
英
章 

 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

髙
橋
海
里
・高
橋
ひ
か
る 

 
 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
❘
３
１
１
７ 

 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 ◎
ち
ょ
っ
と
様
子
が
違
う
？
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
に
つ
い
て 

 

最
近
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
事
業
者
の
方
か
ら
、
今
年

は
ク
ジ
ラ
が
少
な
く
、
島
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

に
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
３
月
15
日

ま
で
行
っ
た
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
定
点

観
測
の
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す 

            

  

上
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
発
見
頭
数
を
算
出

し
、
今
シ
ー
ズ
ン
と
過
去
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
月
後
半
ま
で
は
例
年

ど
お
り
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
現
在
の
と
こ
ろ
平

均
値
を
下
回
っ
た
ま
ま
で
す
。
２
月
以
降
の
ピ
ー
ク

シ
ー
ズ
ン
で
の
平
均
発
見
頭
数
は
、
例
年
な
ら
10
頭

を
超
え
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

７
頭
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
観
察
場
所
か
ら
発
見
し
た
ク
ジ
ラ
ま
で
の

距
離
を
過
去
３
年
分
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
み
る
と
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
ク
ジ
ラ
は
少
し
遠
い
と
こ
ろ
で
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。 

                 

今
シ
ー
ズ
ン
は
何
ら
か
の
理
由
で
発
見
が
少
な
い

の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
か
ら
発
見
頭
数
が
増
え
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
動
向
に
注
目
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
何
か
気
付
い
た
事

が
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
167 

 

◎
交
尾
亀
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

 

今
年
は
水
温
が
低
い
影
響
か
ら
か
、
３
月
に
入
っ

て
も
な
か
な
か
交
尾
亀
の
目
撃
情
報
が
入
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
水
温
の
上
が
る
今
月
あ
た

り
か
ら
徐
々
に
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
交
尾
亀
は
メ
ス
が
オ
ス
を
背
負
っ
て
泳
い
で
い

る
た
め
に
、
単
独
の
ウ
ミ
ガ
メ
よ
り
も
泳
ぐ
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
、
船
に
対
す
る
反
応
も
鈍
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
平
成
25
年
に
は
船
舶
と
の
衝
突
に
よ
り

死
亡
し
た
亀
が
大
村
海
岸
に
打
ち
上
が
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
特
に
船
舶
の
航
行
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
平
成
26
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
終
了 

３
月
14
日
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
「
平
成
26

年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

村
民
の
方
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

報
告
会
で
は
、
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
が
１
年
間

学
ん
で
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
発
表
や
、
東
京
海
洋
大
学

う
み
が
め
研
究
会
に
よ
る
「
小
笠
原
に
来
遊
す
る
ウ

ミ
ガ
メ
の
食
性
」に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
、
「夜
間
子
ガ
メ
の
放
流
会
」報
告

や
「小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
資
源
動
向

と
変
動
要
因
」、
「平
成
26
年
度
の
産
卵
状
況
や
ふ
化

状
況
」に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。ウ
ミ
ガ
メ
報

告
会
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
に 

よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
状
況
や
ふ
化
状
況
、
食
害

に
つ
い
て
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
次
回

も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

◎
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

 

 

 

図. 定点観測における平均発見頭数の推移 

 

 

図. 発見したクジラまでの距離の比較 

 

http://bonin-ocean.net/
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未成年の飲酒が法律で禁止されている事は良く知られていますが、未成年の飲

酒問題は後を断ちません。平成 24 年度に行われた厚生労働省の調査によると、

高校生の約 3 割、中学生の約 2 割に飲酒経験があると明らかになりました。 

また未成年の飲酒経験の機会は、冠婚葬祭や家族と一緒の場で多いことが示さ

れ、親にお酒を勧められたことのある子どもの割合も多くなっています。「一杯

くらい大丈夫」と軽い気持ちで飲酒させたことが、子どもの将来の健康に影響す

る可能性があります。大人が未成年の心身に与える影響を理解し、子どもに教え、

健全な育成を図る事も大人の責任です。 

①脳の機能が低下します。 

②肝臓をはじめとする臓器の障害が起きやすくなります。 

③性ホルモンに異常が起き、二次性徴を妨げる恐れがあります。 

④若い年齢からアルコール依存症になりやすくなります。 

⑤未成年者を守るための飲酒を禁ずる法律があります。 

 
 

                                

  

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いします m（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

イルカの伝言板 

 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

（地域包括支援センター） 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１８２号  ― 

 

 

クジラ：飲酒による未成年への影響は、大人よりもたくさんあるんだね。 

保健師：未成年は脳細胞が著しく発達する時期なのでアルコールが脳細胞の成長を妨げる原因

になります。さらに身体の機能も未完成のため、アルコールの影響を成人よりも受け

やすいといわれています。 

クジラ： そっか、「少しくらい大丈夫」が禁物なんだね。未成年だけじゃなく未成年を守る大

人も飲酒の影響を理解する事が大事ですね！ 

保健師：そうですね！未成年の頃からアルコールの影響を知ることで、成人後も上手なお酒の

飲み方が身に付くのではないでしょうか。 

「百薬の長」と呼ばれるお酒も、飲み方や量を誤ると健康を害するだけでなく、

命の危険に関わることがあります。 

節度ある適度な飲酒量は、1 日平均純アルコールで約 20g(25ml)程度です。 

＜純アルコール約 20g(25ml)の目安＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

多量飲酒は“1 日平均純アルコールで約６0g(７5ml)以上”と言われています。

日々の飲酒量を振り返り、楽しく健康的にお酒を楽しみましょう。 

 

意外に多い！？家庭での飲酒体験 

なぜ、未成年がお酒を飲んではいけないの？ 

大人も節度ある飲酒を！ 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

「STOP!未成年者飲酒」マーク 



地域振興に係る補助事業の募集期間（～２２） 　　　　　　入港日

二見港船客待合所での無料Ｗｉ― Ｆｉサービスの開始 小笠原の昆虫　写真パネル展（～５/５）

小笠原高校学校薬剤師（非常勤）募集期間（～２４） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

情報センター臨時休館（～１０）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

専門診療（産科・婦人科）母島

　　　　　入港日

東京都科学技術週間　小笠原亜熱帯農業センター施設公開

　　　　　　出港日

高校図書館開放

高校図書館開放 心身障害者（児）巡回相談予約期限

日商簿記検定の実施（～５/１３）

母島巡回労働相談

　　　　　出港日 専門診療（産科・婦人科）父島（～２１）

母島上級救命講習会受講生募集（～１７） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

ノヤギ駆除

小笠原小中学校　入学式

小笠原高等学校　第47回入学式

村民相談

母島小中学校　入学式 　　　　　　入港日

専門診療（産科・婦人科）父島（～２４）

　　　　　入港日 定期予防接種

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

ギャラクティック・キッズ申込期限

ヘルスアップ教室

小笠原村議会議員選挙（母島）

ギャラクティック・キッズ

　　　　　　出港日

小笠原村議会議員選挙（父島）

　　　　　出港日 宮之浜ビーチクリーンの実施

高校図書館開放 高校図書館開放

狂犬病予防注射と犬の登録（父島）

東京都小笠原住宅あき家入居者募集申込期間（～３０） 第２回教育委員会

予防接種の実施（母島） 診療所　午後外来有り

狂犬病予防注射と犬の登録（母島） ノヤギ駆除

行政相談所の開設 　　　　　　入出港日

乳幼児健診・歯科健診（母島）
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